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015 和田政宗 

○和田政宗君 引き続き提起をしていきたいというふうに思いま

すので、国民が期待するような異次元の少子化対策にしていきた

いというふうに思っております。 

 次に、地域医療構想に関連して厚労大臣にお聞きをします。 

 地域医療構想は、令和七年、二〇二五年に向け、病床の機能分化、

連携を進めるために、医療機能ごとに令和七年の医療需要と病床

の必要量を推計し定めるもので、厚生労働省が推進し、各都道府県

で策定し実施をしていきます。 

 実施に当たり、都道府県にはどのような総合調整機能が求めら

れるでしょうか。 

016 加藤勝信 

○国務大臣（加藤勝信君） 医療法上、都道府県は、中長期的な人

口構造の変化に伴う地域の医療ニーズに応じて、病床機能の分化、

連携による質の高い効率的な医療提供体制の確保を目指して地域

医療構想の取組を進めることとなっています。具体的には、構想区

域、これ二次医療圏が基本となりますが、ごとに地域医療構想調整

会議を設置をし、関係者との協議を行うこととされております。 

 地域医療構想は、地域の実情や再編後の状況を十分に考慮して

進められるものであります。再編を行う医療機関間においてもし

っかりと議論を行って、関係者の納得を得ながら進めていただく

ものと承知をしております。 

017 和田政宗 

○和田政宗君 ここで、宮城県における病院統合構想を事例とし

ます。こちらのパネルを御覧ください。（資料提示）委員はお手元

の資料を御覧いただければ幸いです。 

 宮城県の構想では、仙台市にある東北労災病院と名取市にある

県立精神医療センターを富谷市に合築、移転する、そして仙台市に

ある仙台赤十字病院と名取市にある県立がんセンターを名取市に

統合、移転するとなっています。 

 しかし、東北労災病院と仙台赤十字病院が所在し、四病院再編は

課題が多いとしている仙台市に対し、宮城県は仙台市からの質問



状へ回答するなどのやり取りはあるものの、宮城県と仙台市の公

式な協議は全く行われていません。 

 このような状況になっていることについて、厚労大臣はどのよ

うにお考えになりますか。 

018 加藤勝信 

○国務大臣（加藤勝信君） 都道府県にそれぞれそうした病院の再

編、再編というか病院の在り方をどうするか等はこれ基本的には

お考えいただくこととなっておりますので、個々について私ども

が申し上げるのは差し控えたいというふうに思いますが、一般論

については、先ほども申し上げましたが、地域医療構想における医

療機関の再編については、都道府県が主体となり、地域医療構想調

整会議の場における地域の医療関係者、医療保険者などを含めた

関係者の協議を得て進めていかれるべきものであります。 

 都道府県が医療法上の役割、先ほども申し上げましたが、を果た

しながら、地域の関係者の理解を得つつ地域医療構想の取組を進

めていただきたいと考えております。 

019 和田政宗 

○和田政宗君 これに関連して、精神科の地域包括ケアについて

聞きます。 

 国が推進する第八次医療計画においては、精神障害者が地域の

一員として安心して自分らしい暮らしをすることができるよう、

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を進める必要

があるとしています。 

 宮城県における四病院再編において、県立精神医療センターの

移転が県の計画に盛り込まれておりますが、宮城県精神科病院協

会や患者団体などが反対をしており、宮城県の精神保健福祉審議

会でも反対が大勢を占めました。特に宮城県精神科病院協会は関

係各所に反対の要望書を提出しており、これは私も受け取ってお

りますが、その中では、長年掛けて築き上げてきた地域包括ケアが

無に帰してしまうと述べています。 

 先月の参議院復興特別委員会で、私は、県は当事者の意見をしっ

かり聞くべきであると質問したところ、厚労政務官より注視をし

ていくとの趣旨の答弁がありましたが、厚生労働省としてどう考

え、どう対応するのでしょうか。 

020 加藤勝信 



○国務大臣（加藤勝信君） 今の精神科病院の移転でありますが、

先ほどは地域医療構想の話をさせていただきましたが、精神科病

院は地域医療構想の枠組みには含まれておりませんけれども、都

道府県は、地域の医療提供体制の現状、今後の医療需要の推移など

地域の実情に応じて、関係者の意見を十分に踏まえた上で、精神疾

患に関するものも含めた医療計画、これを策定し、医療提供体制を

構築することとされております。 

 精神疾患の医療提供体制の構築に当たっては、精神障害者が地

域の一員として安心して自分らしい暮らしができるよう、精神障

害にも対応した地域包括ケアシステム、この構築を進めることが

重要だというふうにしております。医療計画の策定に当たっても、

こうした観点から指針をお示しするなど、都道府県の医療計画策

定の支援を行っております。 

 先ほどの件と同様、個別の事案についてはお答えを差し控えさ

せていただきますが、医療計画の策定や実施に際しては、都道府県

において地域の関係者と丁寧に協議を進めながら進めていただけ

るものと考えております。 

021 和田政宗 

○和田政宗君 そして、先月の復興特別委員会では、東北労災病

院、これは国が所管する独立行政法人が運営しておりますけれど

も、移転するにしても現地に残るにしても、地域医療において様々

な調整が必要になることを指摘し、所在地である仙台市や仙台市

医師会へ公式にヒアリングすべきと提案しましたが、まだ実施さ

れていないとのことですが、これ実施すべきだと考えますが、いか

がでしょうか。 

022 加藤勝信 

○国務大臣（加藤勝信君） 御指摘の再編に関しては、令和三年十

一月に、宮城県知事から独立行政法人労働者健康安全機構の理事

長に対し、東北労災病院と県立精神医療センターとの合築整備に

係る検討についての協力要請がありました。 

 この協力要請を受けて、労働者健康安全機構では宮城県と協議

を続け、本年二月二十日には、同機構理事長と宮城県知事の間で、

東北労災病院と宮城県立精神医療センターの移転、合築に向けた

協議確認書を取り交わしたものと承知をしております。 



 今後は、協議確認書を踏まえ、宮城県立病院機構、宮城県立精神

医療センターなども含めた関係者で協議を続けていく予定と考え

ておりますが、労働者安全機構としては、この協議の枠組みの中で

宮城県とも連携をしながら必要な対応を図っていくということと、

予定と聞いております。 

 いずれにしても、都道府県において地域の関係者と丁寧に協議

をしながら進めていただけるものと考えております。 


